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　桜まつり期間中はあれほど賑わった五条川も新

緑の葉桜に包まれ、静かな初夏の装いとなった。 

　小鷺は年中いる留鳥であるが、新緑の季節が一

番美しい。白と緑は新鮮で平和な印象であり、鳥 

 

 

 

にとっては今が繁殖期で美しく装い、子育てのた

めに魚や蛙やザリガニをたくさんにとる。 

　小鷺は長い首をすくめて獲物を狙う。目、冠毛、 

胸と尾の羽毛は美しい。 

日本画家　　大野幹彦 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

平成１６年度 

岩倉市当初予算のあらまし 
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▲４月７日、市内の中学校で入学
式が行われ、４１０人の生徒たち
が新しく中学生になりました（写
真は南部中学校）。 ％ 
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▲４月７日、市
式が行われ、４
が新しく中学生
真は南部中学校

　平成１６年度予算が、岩倉市議会３月定例会で
可決成立しました。そのあらましをお知らせしま
す。 
　三位一体の改革や地方財政計画の抑制などの影
響により、かつてない厳しい財政運営が強いられ
る中、従来にも増した行政経費の節減・合理化に
努めながら、第３次岩倉市総合計画の基本理念で
ある「豊かな心と協働による成熟した市民社会を
めざす」をもとに、安全・安心で市民が主役のま
ちづくりの諸施策を推進していきます。 
●問合先　財政課財政係（�３８－５８０５）まで。 

平成16年度岩倉市会計別予算額 

会　計　名 

一  般  会  計 

国民健康保険 

老人保健 

土地取得 

学校給食 

公共下水道事業 

介護保険 

　  小　計 

上水道事業会計 

合　　計 

平成１６年度 

１２，５５５，０００ 

３，６５９，７７８ 

２，５９７，７８１ 

４０，７４０ 

１６９，０４２ 

１，１１６，６１２ 

１，４０６，４０６ 

８，９９０，３５９ 

９５４，９３０ 

２２，５００，２８９ 

１２，００３，０００ 

３，４８０，５０３ 

２，８２０，９５２ 

３９，９０１ 

１７３，６５３ 

１，３３５，２７４ 

１，３３１，２５４ 

９，１８１，５３７ 

１，０３５，５７４ 

２２，２２０，１１１ 

１０４.６％ 

１０５.２％ 

９２．１％ 

１０２.１％ 

９７.３％ 

８３.６％ 

１０５．６％ 

９７.９％ 

９２.２％ 

１０１.３％ 

平成１５年度 前年比 

平成１６年度 

２２６，６８０ 

１，４８８，８２６ 

３，６５２，７５３ 

１，３２６，００６ 

１２４，５１１ 

２９１，６７７ 

１，３０３，６３０ 

５４３，９２０ 

１，００２，２０８ 

２，５７６，３２９ 

１４，４６０ 

４，０００ 

１２，５５５，０００ 

  １ 議会費 

  ２ 総務費 

  ３ 民生費 

  ４ 衛生費 

  ５ 農林水産業費 

  ６ 商工費 

  ７ 土木費 

  ８ 消防費 

  ９ 教育費 

１０ 公債費 

１１ 諸支出金 

１２ 予備費 

２３２，１１５ 

１，５１５，５９２ 

３，７１５，２４６ 

１，３６３，９４２ 

１５５，１６７ 

２９５，３０２ 

１，２５９，１００ 

５３９，２４１ 

１，３２３，３５０ 

１，５８０，０６５ 

１９，８８０ 

４，０００ 

１２，００３，０００ 

９７．７％ 

９８．２％ 

９８.３％ 

９７．２％ 

８０.２％ 

９８.８％ 

１０３.５％ 

１００.９％ 

７５.７％ 

１６３.１％ 

７２．７％ 

１００．０％ 

１０４．６％ 

平成１５年度 前年比 

△５，４３５ 

△２６，７６６ 

△６２，４９３ 

△３７，９３６ 

△３０，６５６ 

△３，６２５ 

４４，５３０ 

４，６７９ 

△３２１，１４２ 

９９６，２６４ 

△５，４２０ 

０ 

５５２，０００ 

比　較 

（単位：千円） 

平成16年度一般会計予算の内訳 
歳出 （単位：千円） 歳入 （単位：千円） 

特
　
別
　
会
　
計 

款 平成１６年度 
５，３５９，７５２ 
２３０，５００ 
４６，０００ 
１３，０００ 
７，０００ 

４３０，０００ 
１５５，０００ 
２３０，０００ 
１，６２０，０００ 

９，０００ 
１５２，２５８ 
８８，３４９ 
９７８，８３７ 
４４５，７７９ 
３，３９６ 
６０４ 

４７１，４９６ 
１８２，３７０ 
２５８，６５９ 
１，８７３，０００ 
１２，５５５，０００ 

  １ 市税 
  ２ 地方譲与税 
  ３ 利子割交付金 
  ４ 配当割交付金 
  ５ 株式等譲渡所得割交付金 
  ６ 地方消費税交付金 
  ７ 自動車取得税交付金 
  ８ 地方特例交付金 
  ９ 地方交付税 
１０ 交通安全対策特別交付金 
１１ 分担金及び負担金 
１２ 使用料及び手数料 
１３ 国庫支出金 
１４ 県支出金 
１５ 財産収入 
１６ 寄附金 
１７ 繰入金 
１８ 繰越金 
１９ 諸収入 
２０ 市債 

５，５１９，３８６ 
１４５，０００ 
５５，０００ 

０ 
０ 

３６０，０００ 
１５８，０００ 
２３０，０００ 
１，８５０，０００ 

９，０００ 
１５１，３３２ 
９１，０９８ 
９０２，２０８ 
４９３，６６８ 
３，９５９ 
６０４ 

４３６，４７０ 
２４２，３７５ 
２７４，４００ 
１，０８０，５００ 
１２，００３，０００ 

９７．１％ 
１５９．０％ 
８３．６％ 
皆増    
皆増    
１１９.４％ 
９８．１％ 
１００．０％ 
８７.６％ 
１００．０％ 
１００．６％ 
９７.０％ 
１０８．５％ 
９０.３％ 
８５.８％ 
１００.０％ 
１０８.０％ 
７５.２％ 
９４.３％ 
１７３.３％ 
１０４.６％ 

平成１５年度 前年比 
△１５９，６３４ 
８５，５００ 
△９，０００ 
１３，０００ 
７，０００ 
７０，０００ 
△３，０００ 

０ 
△２３０，０００ 

０ 
９２６ 

△２，７４９ 
７６，６２９ 
△４７，８８９ 
△５６３ 
０ 

３５，０２６ 
△６０，００５ 
△１５，７４１ 
７９２，５００ 
５５２，０００ 

比　較 款 

歳　入　合　計 歳　出　合　計 

平成16年度 
岩倉市当初予算のあらまし 
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重点施策  

 
　　行政改革の推進　　削減額　385,225千円　　 

主な見直し項目 

・人件費の抑制（△２２人）、三役および教育長の調整手当５％カット　（削減額） 

　管理職手当の見直し、特殊勤務手当等手当の見直し等 279,268千円 

・医師会・歯科医師会の報酬等の見直し 3,226千円 

・経常的経費（旅費、需用費、委託料等）の２％を削減目標とした。  25,921千円 

・事業委託料（まつり等事業委託料）の５％を削減目標とした。 15,033千円 

・補助金（財政援助団体に対する補助金）の５％を削減目標とした。 12,776千円 

・公債費の見直し（銀行縁故資金の借入利率の変更） 7,957千円 

・国民健康保険特別会計その他繰出金の見直し（１４年１０月の医療制度 

　見直しを踏まえ、６５歳以上の高齢者加算金の対象年齢見直し） 11,541千円 

・ごみ収集の一部民間委託化（収集コースを１コース追加） 368千円 

・私立幼稚園就園奨励費補助金（市単独分） 3,756千円 

・学校給食配送業務の一部委託化  5,387千円 

・その他 19,992千円 

安全・安心なまちづくりの推進 
・防犯灯の設置 8,686千円 

・交通安全施設設置工事 20,000千円 

・川徳橋・広瀬橋耐震補強事業（広瀬橋） 7,000千円 

・橋梁耐震補強事業（幼川橋実施設計）  1,350千円 

・木造住宅耐震診断・耐震改修の助成 7,800千円 

・下水道（雨水）整備計画業務委託料 17,500千円 

・安全・安心パトロールの実施                  　 2,112千円 

・地震対策講演会・講習会  　―　  

・避難所耐震診断調査委託料（岩倉中学校校舎） 2,329千円 

・（仮称）防災コミュニティセンター整備事業 40,655千円 

・貯留型仮設水洗トイレ設置事業（備品費を含む） 3,961千円 

・小型動力ポンプ付水槽車の購入 34,650千円 

・防災用非常持出袋配布事業 3,990千円 

・避難所用資機材の購入 1,200千円 

・県水緊急支援連絡管接続工事（設計）   2,800千円 

岩倉駅東地区北街区 
再開発事業等の推進 

 
・岩倉駅東地区北街区再開発事業 120,000千円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 
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新　規　事　業 
および 

普通建設事業等 

③環境 
・リサイクルプレイス事業 2,682千円 

・古紙と古着の日事業 1,440千円 

⑤農業・商工業 
・農道舗装新設工事 17,300千円 

・用排水路改修工事 15,577千円 

・愛知万博関連事業 31,966千円 

①健康・福祉 
・乳幼児医療費助成の拡充（未就学児まで拡大） 1,200千円 

・痴呆対応型共同生活介護施設整備補助金 10,167千円 

・母子家庭等日常支援員の派遣制度の創設 199千円 

・次世代育成支援地域行動計画策定事業 2,700千円 

・児童手当の拡充（小学３年生まで拡大） 75,600千円 

・保育料の無料化（入園３人目以降） ―　　 

・高血圧予防教室 251千円 

・前立腺がん検診委託料 756千円 

②教育・文化・スポーツ 
・教育プラン事業の創設 4,300千円 

・岩倉中学校理科室・廊下改修工事 5,817千円 

・学校図書館冷暖房設備設置工事 5,030千円 

・総合体育文化センター空調用冷温水 

　ポンプ等取替事業 4,120千円 

・総合体育文化センター吊物用ワイヤー 

　等取替事業 6,854千円 

特別会計等 
（１）国民健康保険特別会計 

　　　脳ドック等検査の拡充 1,620千円 

（２）公共下水道事業特別会計 

　　　下水道（雨水）整備計画業務委託料  

　　　（重点施策と重複） 17,500千円 

（３）上水道事業会計 

　　　県水緊急支援連絡管接続工事（設計） 

　　　（重点施策と重複） 2,800千円 

　　　水道料金収納業務の私人委託 1,746千円 

④都市基盤整備等 
・公共施設維持管理事業 4,362千円 

・幹線道路等の整備 172,249千円 

・岩倉駅地下連絡道エレベーター設置事業（設計） 

 7,500千円 

・南部地区まちづくり推進計画調査 6,000千円 

・（仮称）竹林公園整備事業（土地取得） 47,498千円 
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お互いを思いやり、すべての人が安全で安心して 
暮らせる、心豊かなまち　いわくらをめざして 
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、

ユニバーサルデザインとは 
　「はじめから、すべての人の多様なニーズを考慮し、年齢、性別、

身体的能力、言語などの違いに関わらず、すべての人にとって安全・

安心で利用しやすいように、建物、製品、サービスなどを計画、

設計する」考え方のことで、さまざまな人々が持つ、それぞれの

特性や違いを超えて、可能な限り使いやすいようにまちづくりや

ものづくりなどに配慮していこうとするものです。 

　ユニバーサルデザインというと何か特別なことのように感じま

すが、「誰もが安全で利用しやすい」といった視点を基本にとら

えて、いろいろなところにこの考えを取り入れていこうというこ

とです。高齢者や障害者など特定の人々を意識した特別の対応を

考えるのではなく、誰もが同じ場所や同じ状況のもとで生活し、

活動するということを意識することにより、多様な人々を思いや

りながらまちづくりを進めていこうとするものです。 

　指針の策定にあたって 
　ユニバーサルデザインは、行政サービスはもとより、

まちづくり全般にわたって広く関わる根本的な考え

方です。この考え方に基づき、さまざまな視点から

今後の振興方策について検討し、その精神を本市の

まちづくりや社会活動に取り入れていくことを目的

とし、「岩倉市ユニバーサルデザイン推進検討委員会」

を設置しました。そして、この委員会では、いろい

ろな立場の市民10人の皆さんと、行政の各部署の職

員10人が日本福祉大学助教授の児玉善郎さん、小松

理佐子さんの助言を得ながら、先進地視察やシンポ

ジウム等を実施しながら議論を重ね、協働により、

この『岩倉市ユニバーサルデザイン振興指針』を策

定しました。 

こ だまよしろう こ まつ 

り   さ  こ 
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人々の意識 

▲昨年１２月２１日に総合体育文化センターで行われた 
　岩倉市ユニバーサルデザイン推進シンポジウム 

目　標 
すべての人がお互いに尊重し合う、
思いやりあふれるまちづくり 

求められる役割 
　市　民 
　・市民一人ひとりがＵＤの考え方を理解し、モラルを高め、お互い

　　を思いやる気持ちや助け合う心を持つ。 

　・各種ボランティアやＮＰＯ活動に積極的に参加し、ＵＤの推進に

　　努め、行政、事業者に対して意見を伝える。 

　・教育現場や福祉関係団体などと連携して、地域ぐるみで子どもた

　　ちの豊かな心を育てる。 

　事業者 
　・従業員に対して研修などを行い、一人ひとりがＵＤの考え方を理

　　解し、消費者の立場にたったサービスの提供を行う。 

　・高齢者や障害者、外国人などの雇用を拡大し、すべての人が働き

　　やすい職場環境の整備を行う。 

　・地域社会の構成員として、まちづくりに積極的に参加し、ＵＤの

　　推進に努める。 

　行　政 
　・職員研修などを行い、一人ひとりがＵＤの考え方を理解し、まち

　　づくりや各種行政サービスの提供などすべての行政分野に取り入

　　れ実践していく。 

　・教員、指導者向けマニュアルを作成し、ＵＤに関する学習機会の

　　導入を図る。 

　・家庭・地域・学校において、地域ぐるみでＵＤに関する取り組み

　　が行える環境の整備を行う。 

基本姿勢 
①市民・事業者・行政それぞれがユニバ

　ーサルデザイン（以下「ＵＤ」という）

　の考え方を理解し、すべての人がお互

　いを尊重しあう意識（心のＵＤ）の向

　上を目指します。 

②行政や地域、学校などにおいてＵＤを

　取り入れた活動を積極的に行う人材の

　育成を推進します。 

③学校教育におけるＵＤに関する学習

　機会の導入を推進します。さらに、家

　庭・地域・学校において、総合的な取

　り組みが行える仕組みづくりを推進し

　ます。 
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▲コインが投入しやすく、商品の取り出し口が通常より高いところ 
にあるため腰をかがめずに使用でき、商品を選択するボタンが低い 
ところにも付いている自動販売機 

ザ 
大 
」 

まちづくり 

もの・製品 

目　標 
すべての人が自由に歩き、利用したくなる
安全、安心なまちづくり 

 

求められる役割 
　市　民 
　・既設の公共的施設を点検し、改善について提言を行うことなどを

　　通じてＵＤのまちづくりに積極的に参加する。 

　・行政が策定する施設整備などの計画において、策定委員会などに

　　参加し、積極的に議論する。 

　・事業者や行政と連携しＵＤの推進に努める。 

　事業者 
　・交通事業者については、旅客施設の整備、車両の導入に際して、

　　ＵＤに配慮したものとする。また、公共交通機関の総合的な整備

　　のあり方について研究を行う。 

　・建築業者については、建築に際してＵＤを取り入れる。 

　・市民や行政と連携しＵＤの推進に努める。 

　行　政 
　・ＵＤのまちづくりを市民、事業者と協働で推進する。また、パー

　　トナーシップによりＵＤのまちづくりの運動を展開していく仕組

　　みをつくり、公共的施設のＵＤ化に向けての点検などに努める。 

　・公共建築物などの設計計画について、民間事業者の手本となるよ

　　うＵＤの配慮に努める。 

　・公共交通機関に対してＵＤに配慮した公共交通のあり方について

　　要請を行う。 

　・公園などの整備において、公共のものだけでなく民間施設の広場

　　などへＵＤを導入する際に相談、指導を行う。 

　・ＵＤ化された施設などに対する表彰制度などを設け、ＰＲを図る。 

。 

、

、

基本姿勢 
①すべての人が安全で安心して利用できるま

　ちづくりを実現するため、公共施設や道路、

　公園などのＵＤ化を推進します。 

②「すべての人が自由に好きな場所へ」を実

　現するため、市民（利用者）、関係機関、

　行政が連携して公共交通システムのＵＤ化

　を推進します。 

③各商店や商店街の実情を踏まえながら、利

　用しやすい商店および商店街づくりを促進

　します。 

。 

基本姿勢 
①すべての人が簡単で快適、安全に使えるＵ

　Ｄ製品について積極的な情報収集・提供お

　よび普及・啓発を推進します。 

②企業や事業者、商業者などのＵＤ製品への

　積極的な取り組みを促進します。 

③行政はＵＤ製品の積極的な利用を促進し

　ます。 

目　標 
すべての人が気持ちよく使える
人にやさしいものづくり 
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▲（財）日本産業デザイン振興会の２００３年度グッドデザ 
イン賞の特別賞であるユニバーサルデザイン賞（経済産業大 
臣賞）を受賞したトヨタ自動車株式会社の乗用車「ラウム」 

情　　報 
目　標 

すべての人に情報が行き渡り、お互いに 
情報のやりとりができるまちづくり 

求められる役割 
　市　民 
　・情報の伝達方法やサインなどについて、行政や事業者に

　　対して意見・提言を積極的に行う。 

　・情報伝達に必要な人材を確保するため、専門知識や技術

　　をもつ人を広く募集し、登録をして、災害時などのネッ

　　トワークづくりに参加する。 

　・近隣の助け合いや地域での情報ネットワークづくりに努

　　める。 

　事業者 
　・看板の設置などの際、景観やわかりやすさ（見やすさ）

　　について配慮する。 

　・誰にでも情報が伝わるようなホームページや情報ソフト、

　　機器などの開発に努める。 

　・情報通信などについて、誰もが学ぶことができる場を提

　　供する。 

　行　政 
　・各部署が連携を深め、広報紙やホームページなどを利用

　　し、すべての人に行政情報が届くように幅を広げる検討

　　をする。 

　・公共施設などの表示や道路標識・案内板のあり方につい

　　て検討する。 

　・積極的に市民・事業者からの提言などを受け入れる。 

求められる役割 
　市　民 
　・市民が主体的に活動するグループにより「製品の利便

　　性や危険度をチェック」し、その結果や新製品などの

　　情報を発信する。 

　・市民の体験や交換した情報を基に企業に意見を伝える。 

　・ＵＤ製品が普及するように市民一人ひとりが関心を持

　　つ。 

　事業者 
　・企業は積極的にＵＤ製品を開発し、広くＰＲすること

　　により販売、普及に努める。 

　・企業はＵＤ製品に関し市民や各種団体との交流など、

　　イベントを企画して市民の関心を高める。 

　・モニター制度などを活用して消費者のニーズを把握し、

　　製品の開発や普及に努める。 

　行　政 
　・公共施設でＵＤ製品の利用に努める。 

　・優れたＵＤ製品の表彰制度を設けるなどの方法により、

　　側面からの企業支援に努める。 

基本姿勢 
①すべての人が行政などから発信される日常生活に関す

　る情報を簡単で正確に入手できるよう、情報伝達方法

　の整備を推進します。 

②すべての人が災害や事故などの情報を、迅速で正確に

　送受信するための仕組みづくりを推進します。 

③すべての人がわかりやすい道路標識や施設看板などの

　サインの設置を推進します。 

④インターネットなどのＩＴを活用した情報を必要とす

　る人が、誰でも送受信できる環境づくりを推進します。 

　岩倉市では、思いやりのデザインを大切な視点と位置づけ、

ユニバーサルデザインのまちづくりを実践していきます。 

　そして、いつしかユニバーサルデザインという言葉さえ必

要のない、住む人にも、訪れる人にも快適な、『お互いを思

いやり、すべての人が安全で安心して暮らせる心豊かなまち 

いわくら』を目指します。  

●問合先　企画課企画係（�３８－５８０２）まで。 
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「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
と 

「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
」 

　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
解
決
を
図
り
、

そ
れ
ら
を
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
は
、
こ
の
行
政
相
談

制
度
を
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
５
月
下
旬
に
行
政
相
談
に
関
係
す
る
各

種
行
事
や
広
報
を
全
国
一
斉
に
集
中
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
今
年
度
は
、
５
月
１７
日
　
か
ら
２３
日

　
ま
で
の
１
週
間
を
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
政
府
は
「
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
親
切

な
行
政
」
「
心
の
こ
も
っ
た
行
政
」
を
実
現
す
る

た
め
、
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」
を
実

施
し
て
お
り
、
毎
年
５
月
を
「
さ
わ
や
か
行
政
サ

ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
重
点
的
に
受

け
付
け
ま
す
。 

　
保
険
・
年
金
、
国
税
、
登
記
、
消
費
者
保
護
、

国
の
行
政
機
関
等
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
苦
情
や
意
見
・
要
望
、
あ
る
い
は
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
行
政
相
談

委
員
や
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
ま
た
は
、
総
務

省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
相
談
は
、
来
訪
、
電
話
、
文
書
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

岩
倉
市
の
行
政
相
談 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
第
２
金
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

５
月
の
行
政
相
談
は
次
の
と
お
り
時
間
を
延
長
し

て
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

●
と
き
　
５
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

●
と
こ
ろ
　
市
民
相
談
室 

●
行
政
相
談
委
員
　
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て
い
る

民
間
有
識
者
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で

す
。 

　
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次
の
人
で
す
。 

・
丹
羽
繁
雄
さ
ん 

・
塩
谷
光
代
さ
ん 

常
設
相
談
窓
口 

【
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
】
（
名
古
屋
市
中
区

栄
３
―
２
―
１７
ダ
イ
エ
ー
栄
店
８
階
☎
０
５
２
―

２
６
３
―
１
１
９
２
）  

●
相
談
日
時
　
毎
日
（
ダ
イ
エ
ー
栄
店
の
休
業
日
、

祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時 ※
受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま
す
。 

【
行
政
苦
情
１
１
０
番
】
（
☎
０
５
７
０
―
０
９

０
１
１
０
）  

●
受
付
　
平
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分 

※
受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま
す
。 

【
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首
席
行
政
相
談
官
室
】

（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１
名
古
屋
合

同
庁
舎
第
２
号
館
４
階
　
０
５
２
―
９
７
２
―
７

４
１
９
）  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kanku/chubu.htm
l  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）

110cyb32@
soum

u.go.jp 

●
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

４
）
ま
で
。 

（月） 

（金） 

（日） 

に   

わ  

し
げ 

お 

し
お
た
に
み
つ 

よ 

市税のお納め忘れはありませんか？ 

市税の納税と納税相談窓口を開設します 市税の納税と納税相談窓口を開設します 市税の納税と納税相談窓口を開設します 
　市の歳入のうちでも重要な市税。市民の皆さんの中で、この市税のお
納め忘れはないでしょうか。 
　日ごろ、仕事などで税金を納めることができない人や、納税相談を受
けたい人のために、次のとおり臨時の窓口を開設します。 
　ぜひ、この機会をご利用ください。 
　なお、納税相談にお越しの人で分納を希望される場合は、印鑑をお持
ちください。 
●とき　５月８日（土）～２３日（日）までの土・日曜日、午前９時～
正午、午後１時～４時 
●ところ　税務課 
●問合先　税務課収納係（☎３８―５８０６）まで。 

、

。
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●
市
政
の
窓
●
 

ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

４
１
９
）  

市

市市市税の納税と納税相談窓口を開設します 市
　
納
　
け
　
　
ち
●
正
●
●

愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

「灘久美子さん」のキューバコラム（第４回） 
なだ　く　　み　   こ 

　今回は、キューバの歴史を少しご紹介したいと思います。 
　キューバが世界の歴史に登場したのは、１４９２年、コロ
ンブスが第１次航海時にキューバに到着した年からです。コ
ロンブスが「人類が今までに見た中で最も美しい島」と表現
した自然豊かな大地には、主にシボネイ族とタイーノ族とい
う先住民が住んでいました。 
　しかし、コロンブス到着後スペイン人などが次々と移住し、
１５１１年には、キューバはスペイン軍により征服されて植
民地となります。先住民は過酷な労働と疫病のため、１世紀
足らずの間にほぼ全滅したため、その後、労働力を補うため
にアフリカ大陸から多くの黒人奴隷が連れてこられました。
１５２０年代から奴隷制度が廃止された１８８６年代までに、
約１００万人近くが入植しています。 
　１８６８年には、ラテンアメリカ諸国の独立の動きを受け、
キューバでも母国スペインに対し、第１次独立戦争が始まり
ます。１０年間続いたこの戦争は成功せず、１８９５年に、
第２次独立戦争が再び開始されました。この戦争で戦死した
指導者ホセ・マルティは、日本ではあまり知られていません
が、ラテンアメリカの歴史では著名人であり、キューバでは
「使徒」「独立の父」と呼ばれ、今の革命政府のイデオロギ
ーにも彼の思想、哲学がとりいれられている、歴史的にも世
界的にもキューバが誇る人物です。 
　さて、この戦争が終結し、１９０２年にスペインから独立
すると、今度は１８９８年にハバナ湾に停泊していたメイン
号の謎の爆破事件をきっかけに、米西戦争を起こし、独立戦
争に介入したアメリカ合衆国が、かいらい政権を樹立して実
質的な支配を拡大します。この時代のキューバは、カジノと

売春がまん延する裕福な米国人の遊び場だったと言われてい
ます。 
　アメリカのかいらい政権であった独裁者バチスタの政権下、
１９５３年、現国家主席のカストロ率いるゲリラ集団が、キ
ューバ第２の都市、サンティアゴ・デ・クーバで兵営を襲撃
し、蜂起します。彼はこの蜂起により１度逮捕されますが、
その後恩赦で釈放され、メキシコに渡り革命運動を続けます。
１９５６年１２月カストロは再び、日本でもよく知られるラ
テンアメリカの革命の英雄、チェ・ゲバラなどの同志と、ヨ
ットに乗り込みキューバへ上陸、山中に逃げ込みゲリラ戦を
展開しながら勢力を広げ、ついに１９５９年１月１日、革命
軍がハバナに向け進攻している最中に、窮地に立たされたバ
チスタが国外へ亡命し、現在の革
命政府が誕生したのです。 
　ちなみに、革命が成就した時点
において革命軍は１，０００人に
も満たない兵力でしたが、圧倒的
兵力を誇る政府軍に勝てたのは、
政府軍の士気が著しく低かったた
め朽木が倒れるように自滅したの
だとも言われています。 
　次回は革命政府樹立後のこの４５
年間の動きについてご紹介したい
と思います。 
※かいらい政権…ある国の意思の
ままに操縦される形式的にのみ独
立した政権。 

ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ー
ブ
ラ
ス
 

の
生
演
奏
で
演
歌
を
う
た
 

お
う
！
　
パ
ー
ト
Ⅱ
 

 

外国人サポート事業を開始
　ポルトガル語の通訳が窓口でできます 

　岩倉市では、４月からブラジル国籍のパート職員
を雇用しました。これは、外国からの人たちが暮ら
しやすい、そして、皆さんとの交流が活発にできる
「まちづくり」のために行っているものです。 
　このパート職員は、市民窓口課で勤務し、主にポ
ルトガル語の通訳や翻訳業務を行います。お気軽に
声をかけてください。 
●勤務日　月～金曜日（年末年始、祝日を除く） 
●勤務時間　午前８時３０分～午後３時３０分 
●問合先　市民窓口課市民窓口係（☎３８―５８０
７）まで。 

　
岩
倉
市
在
住
の
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
員

を
中
心
と
し
た
「
ナ
ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ー
ブ
ラ
ス
」
を

バ
ッ
ク
に
、
演
歌
な
ど
の
名
曲
を
思
い
っ
き
り
歌

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
６
月
１７
日
　
午
後
７
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家 

●
主
な
曲
　
①
孫
②
箱
根
八
里
の
半
次
郎
③
川
の

流
れ
の
よ
う
に
④
つ
ぐ
な
い
⑤
天
城
越
え
⑥
北
酒

場
⑦
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
⑧
浪
速
節
だ
よ
人

生
は
⑨
さ
く
ら
（
森
山
直
太
朗
）
⑩
桜
（
河
口
恭

吾
）
⑪
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
、
以
下
デ
ュ
エ
ッ

ト
曲
⑫
銀
座
の
恋
の
物
語
⑬
浪
花
恋
し
ぐ
れ
　
ほ

か ※
以
上
の
曲
以
外
で
も
ア
レ
ン
ジ
が
可
能
で
あ
れ

ば
伴
奏
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
方
法
　
５
月
３１
日
　
ま
で
に
生
涯
学
習
課

へ
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
ご
希
望
の
曲
番

号
を
記
入
し
た
書
類
（
書
式
自
由
）
と
デ
モ
テ
ー

プ
（
当
日
歌
い
た
い
曲
を
歌
っ
て
い
る
テ
ー
プ
、

音
程
に
あ
わ
せ
て
編
曲
し
ま
す
の
で
、
ワ
ン
コ
ー

ラ
ス
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

※
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

●
出
演
予
定
人
数
　
１５
人
（
各
曲
目
に
つ
き
１
人
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
は
２
人
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
出
場
者
に
は
６
月
７
日
　
ま

で
に
直
接
連
絡
し
ま
す
） 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

市民スペース 
市民ギャラリー情報 

【ようてい会　いきいき作品展】 
●と　き　５月６日（木）～１５日（土） 
●問合先　医療法人羊蹄会（☎６６―５
１３３）まで。 

【宮田昭之介油彩展（日本の風景）】 
●と　き　５月１７日（月）～２３日（日） 
●問合先　宮田（☎３７―１７６７）まで。 

【平成１６年度新川流域総合治水 
ビジュアルボードフェア】 
●と　き　５月２４日（月）～２８日（金） 
●問合先　土木課維持管理係（☎３８
―５８１３）まで。 

（月） 

（月） 

（木） 
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０ 
１歳６か月 

２.２ 

２歳 

３.４ 

３歳 

１８.７ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 
（％） 

 

歯科衛生士のすこやか日誌 

フッ素塗布でむし歯予防 

　
乳
歯
は
生
え
変
わ
る
か
ら
む
し
歯
に
な
っ
て

も
大
丈
夫
！
　
な
ん
て
考
え
て
い
る
お
母
さ
ん

は
い
ま
せ
ん
か
？
　
乳
歯
の
下
に
は
、
永
久
歯

の
芽
が
あ
る
た
め
、
乳
歯
の
ひ
ど
い
む
し
歯
は

永
久
歯
に
も
影
響
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
涯
健
康
で
過
ご
す
に
は
、
乳
歯
か
ら
の
む
し

歯
予
防
が
大
切
で
す
。 

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は 

①
食
べ
物
対
策
…
糖
分
が
多
く
、
歯
に
く
っ
つ

き
や
す
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
あ

め
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
、
む
し
歯
に
な
り
や
す
い

も
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
事
や
お
や

つ
の
時
間
を
決
め
て
だ
ら
だ
ら
食
べ
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。  

②
細
菌
対
策
…
子
ど
も
は
ひ
と
り
で
は
歯
を
き

れ
い
に
磨
け
ま
せ
ん
。
小
学
校
低
学
年
ま
で
は

仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
汚
れ
が

残
り
や
す
い
奥
歯
の
か
み
合
わ
せ
、
歯
と
歯
の

間
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
を
重
点
的
に
磨
き
ま

し
ょ
う
。  

③
歯
の
質
対
策
…
フ
ッ
素
を
利
用
し
て
丈
夫
な

歯
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。  

・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯
科
医
院
、
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
） 

・
フ
ッ
素
入
り
歯
磨
き
剤
の
使
用
（
家
庭
で
） 

・
フ
ッ
素
洗
口
（
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、

家
庭
な
ど
で
） 

　
年
齢
と
と
も
に
む
し
歯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

お
や
つ
や
仕
上
げ
磨
き
に
加
え
て
正
し
く
フ
ッ

素
も
利
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
フ
ッ
素
の
正
し
い
知
識 

Ｑ
フ
ッ
素
っ
て
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？ 

Ａ
フ
ッ
素
は
自
然
界
に
存
在
す
る
物
質
で
、
お

茶
の
葉
や
海
産
物
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
フ
ッ
素
を
塗
る
と
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
歯
の
表
面
の
エ
ナ
メ
ル
質
を
硬
く
し
、
酸
に

お
か
さ
れ
に
く
い
丈
夫
な
歯
の
質
に
し
て
く
れ

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
フ
ッ
素
は
い
つ
、
何
歳
位
か
ら
塗
る
の
で
し

ょ
う
か
？ 

Ａ
乳
歯
で
は
１
〜
３
歳
ご
ろ
、
永
久
歯
で
は
第

１
大
臼
歯
（
６
歳
臼
歯
）
の
生
え
は
じ
め
る
こ

ろ
か
ら
１２
〜
１３
歳
ご
ろ
ま
で
に
行
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。 

※
基
本
的
に
は
歯
が
生
え
た
ら
す
ぐ
塗
る
の
が

よ
り
よ
い
で
し
ょ
う
。 

Ｑ
フ
ッ
素
は
ど
れ
く
ら
い
の
間
隔
で
塗
っ
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
年
に
２
〜
３
回
塗
る
の
が
効
果
的
で
す
が
、

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
場
合
に
は
回
数
を
増
や

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
フ
ッ
素
を
塗
る
前
、
塗
っ
た
後
に
気
を
つ
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ
フ
ッ
素
を
塗
る
前
は
フ
ッ
素
を
十
分
に
作
用

さ
せ
る
た
め
、
歯
を
磨
い
て
き
れ
い
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

　
塗
っ
た
後
は
、
フ
ッ
素
を
歯
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
に
、
３０
分
程
物
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 
　
尾
北
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
フ
ッ
素
塗

布
・
歯
科
健
診
・
歯
科
相
談
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。 

　
歯
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
６
月
１３
日
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

●
対
象
　
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
は
就
学
前

の
幼
児
、
歯
の
健
康
相
談
は
ど
な
た
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。 

●
費
用
　
無
料 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５

１
１
）
ま
で
。 

（日） 

鍛
錬
を
楽
し
く
、
育
成
会
と
と
も
に 

      

岩
倉
北
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
「
空
手
」
と
は
、
何
も
い
ら
な
い
、
場
所

も
問
わ
な
い
、
た
だ
空
手
着
だ
け
が
あ
れ
ば

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
私
た
ち
は
２
本
の

足
で
ご
く
自
然
に
歩
い
て
い
ま
す
。
こ
の
２

本
の
足
で
い
か
に
強
く
立
っ
て
い
ら
れ
る
か
、

い
か
に
瞬
間
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
空

手
で
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
下
半

身
の
鍛
錬
が
必
要
で
す
。 

　
岩
倉
北
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
苦
し
い
鍛
錬
を
い
か
に
楽

し
く
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
体
力
や

技
が
身
に
つ
い
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

腹
筋
や
腕
立
て
伏
せ
が
全
然
で
き
な
か
っ
た

子
が
、
ま
ず
１
回

で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
時
お
互
い
に

喜
び
合
う
こ
と
で
、

も
う
１
回
と
が
ん

ば
る
気
持
ち
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

　
今
の
小
学
生
は
以
前
に
比
べ
て
体
格
は
大

むし歯がある子どもの割合 

平成１５年度岩倉市歯科健康診査結果 
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セパタクロー 
岩倉市国際交流員 
ピムラ　スティショティ 
PIMRA SUTHICHOTI

　
今
の
小
学
生
は
以
前
に
比
べ
て
体
格
は
大

き
く
な
っ
て
い
る
が
、
体
力
は
落
ち
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
鍛
錬
を
つ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
学
生
に

な
っ
た
時
に
は
ど
ん
な
運
動
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
進
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
大
事
な
の
は
、

父
母
で
構
成
す
る
育
成
会
の
存
在
で
す
。
以

前
は
お
父
さ
ん
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
今
は
ま
っ
た
く
そ
の
逆
で
、
ほ
と
ん
ど

が
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
　 

　
日
ご
ろ
の
練
習
を
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

が
間
近
で
見
て
い
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
さ
さ

い
な
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
生
き
生
き
と
し

て
、
つ
い
練
習
に
力
が
入
っ
て
き
ま
す
。
岩

倉
北
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
育
成
会
の

助
言
や
協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
今
日
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。 

　
日
ご
ろ
の
活
動
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に

総
合
体
育

文
化
セ
ン

タ
ー
で
汗

を
流
し
て

い
ま
す
。 

　
小
・
中

学
生
の
皆

さ
ん
も
、

ぜ
ひ
、
空

手
を
や
っ

て
み
ま
せ

ん
か
。 

　セパタクローとは、南アジア 、特にタイとマレーシア
において始まったスポーツで、英語ではキックバレーボ
ールと称して知られています。日本の「けまり」に良く
似ていて、基本的にはサッカー・バレーボール・体操を
掛け合わせたようなもので、手編みのボールを使ってバ
ドミントンのコート上で行われます。“セパ”とはマレ
ー語で「蹴る」、“タクロー”とはタイ語でボールとい
う意味を持ちます。一般的にタイでは、ほとんどの場合
が男性によって行われているスポーツです。 
　プレー用のコートは５フィートのネットで仕切られ、
試合はそれぞれの側につき３人の競技者によって行われ
ます。お互いのチームには、足、ひざ、肩または頭を使
って、３回でボールをボレーで相手側に打ち返すチャンスが与えられます。バレーボールのように、相手側が必死にブ
ロックしようとする中、競技者はパスやセット、スパイクなどでネットに向かい３回でボールを打ち返していきます。 
しかもサッカーのように手や腕を全く使わないで！　プレーする人にとっては大変興奮する、そして観戦する側にとっ
てはみるのがおもしろい、すばらしいスポーツなのです。  
　このスポーツは個人でもできますし、グループのためのレクリエーション、またチームで対戦するゲームとしても行
うことができます。また、室内・屋外ともに競技することができ、目と足の連動能力、足の強化、柔軟性などサッカー
競技に必要な運動技能を高めることもでき、必要最低限のもので行うことができる経済的なスポーツです。ボールの円
周は４２～４４㌢、重さは１７０～１８０㌘の間です。 
 

Sepak Takraw 

The sport, which was originated in Southeast Asia - particularly Thailand and Malaysia, is also known in English as kick volleyball. 

Very similar to Japanese ‘kemari,’ it is basically a cross between soccer, volleyball, and gymnastics and is played on a badminton 

court with a hand woven-ball. The name of this sport comes from two languages; ‘sepak’ means kick in Malay and ‘takraw’ 

means ball in Thai. The game is commonly played throughout Thailand by mostly men. 

There are three players on each side and a 5-feet net divides the court. Each team gets three chances to volley the ball to the opposing 

team using foot, knee, shoulder, or head. Like Volleyball, players try to play 

the ball toward the front of the net, making the best use of their three hits to 

pass, set, and spike, as opposing players attempt to block - but all without 

using hands or arms, just like soccer! It is very exciting to play, and is a 

great sport to watch!  

It can be played as a solo activity, group recreation, or team sport. It also 

can be played indoor or outdoor; develops excellent eye-foot co-ordination, 

leg strength, and flexibility; enhances the skills required for playing soccer; 

and is very inexpensive to play, as equipment is minimal. The ball weighs 

about 170 - 190 g and has a perimeter of 42 - 44 cm.  
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遺児手当の所得限度額 （単位：円） 

扶養親族 
等の数 

０人 

１人 

２人 

父母等の 
所得限度額 

１,９２０,０００ ２,３６０,０００ 

２,３００,０００ ２,７４０,０００ 

２,６８０,０００ ３,１２０,０００ 

扶養義務者等の 
所得限度額 

扶養親族等の数が３人以上の場合の限度額は、1人に 
つき３８０,０００円を加算した額 

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

手続き 

講座  
教室  

  

●
生
け
垣
づ
く
り
補
助
金 

  

　
生
け
垣
づ
く
り
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。 

▼
補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣 

　
住
宅
・
店
舗
・
事
業
所
な
ど
の
所

有
者
ま
た
は
、
借
地
権
者
が
設
け
る

も
の
で
、
公
道
に
面
し
た
延
長
２
㍍

以
上
の
生
け
垣
で
、
地
面
か
ら
９０
㌢

以
上
の
高
さ
が
あ
る
樹
木
を
延
長
１

㍍
に
つ
き
２
本
以
上
植
え
、
柵
や
支

柱
な
ど
で
固
定
す
る
も
の
が
対
象
で

す
。  

　
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
基
礎
の
上
に

設
置
す
る
と
き
は
、
こ
の
基
礎
の
高

さ
が
、
住
宅
地
等
の
地
盤
面
よ
り
５０

㌢
以
下
が
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
補
助
率
と
限
度
額 

★
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て

造
る
と
き
…
塀
の
取
り
壊
し
と
生
け

垣
設
置
に
か
か
る
経
費
の
合
計
の
２

分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た
り
７
千

円
、
１
件
当
た
り
１０
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。  

★
新
た
に
設
置
す
る
と
き
…
設
置
経

費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た

り
５
千
円
、
１
件
当
た
り
６
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。 

　
な
お
、
工
事
着
手
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。  

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）  

  

●
岩
倉
市
遺
児
手
当
の
改
正 

  

　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
に
対
し
て

支
給
し
て
い
る
岩
倉
市
遺
児
手
当
に
、

８
月
か
ら
左
表
の
と
お
り
所
得
制
限

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
所
得
制
限
は
本
人
だ
け
で
な

く
、
同
居
さ
れ
て
い
る
扶
養
義
務
者

な
ど
の
所
得
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
ま
で
手
当
を
年
２
回
に

分
け
て
支
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
年

３
回
（
４
・
８
・
１２
月
）
の
支
給
に

変
更
し
ま
し
た
。 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）  

              

  

●
有
料
道
路
障
害
者
割
引
制

　
度
の
改
正 
  

　
有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割
引

制
度
が
平
成
１５
年
１２
月
１
日
か
ら
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
、
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
人
は
５
月
３１
日
　
ま

で
に
福
祉
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
改
正
の
あ
ら
ま
し 

①
割
引
証
を
廃
止
し
、
新
た
に
割
引

の
有
効
期
間
を
記
載
す
る
手
続
き
を

行
っ
た
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は

療
育
手
帳
（
以
下
「
手
帳
」
）
の
み

で
割
引
適
用
と
な
り
ま
す
。 

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時
も

割
引
適
用
と
な
り
ま
す
。 

※
旧
制
度
（
割
引
証
と
手
帳
）
で
の

通
行
は
、
５
月
３１
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
現
在
割
引
証
を
ご
利
用
の
人
は
、

期
日
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

①
Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
を
利
用
さ
れ
な
い
人

…
手
帳
・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
自
動

車
の
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）
・

運
転
免
許
証
（
障
害
者
ご
本
人
が
運

転
さ
れ
る
場
合
の
み
）
・
お
手
持
ち

の
割
引
証 

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
を
希
望
さ
れ
る
人
…

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
原
則
と
し
て
障 

害
者
本
人
名
義
の
も
の
に
限
り
ま 

す
）
・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
自
動
車

に
取
り
付
け
ら
れ
た
車
載
機
の
「
Ｅ

Ｔ
Ｃ
車
載
機
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書

・
証
明
書
」 

▼
そ
の
他
　
自
動
車
の
登
録
は
、
対

象
障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台
の
み
と

な
り
ま
す
。 

※
車
種
用
件
等
に
よ
り
、
登
録
で
き

な
い
自
動
車
が
あ
り
ま
す
（
法
人
所

有
車
両
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
タ
ク
シ
ー
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
代
車
等
）
。 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
９
） 

  

●
側
溝
ふ
た
揚
げ
機
貸
し
出
し 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
側
溝
の
清
掃
を
さ

れ
る
人
に
側
溝
ふ
た
揚
げ
機
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）  

         

　
一
宮
地
場
産
業
Ｆ
Ｄ
Ｃ 

●
手
描
き
染
教
室
・
手
織
教
室 

  

　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
略
称
「
Ｆ
Ｄ 

Ｃ
」
）
で
は
、
手
描
き
染
教
室
と
手

織
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の

人
も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

手
織
教
室 

▼
と
き
　
６
月
１７
日
・
２４
日
、
７
月

―
１
☎
０
５
８
６
―
４
６
―
１
３
６

１
）  

す
。 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
に

  

（月） 
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普通救命講習会 
　消防署では、心肺蘇生法や止血法の講習会を行います。
ぜひ、受講してください。 
　とき  毎月９日午後１時３０分～ 
　ところ  消防署２階大会議室 
※グループで申し込みをされる場合は、消防職員が出張し
て行うこともできます。ご相談ください。 
　申込  随時消防署で受け付けています。電話でも結構です。 
　問合先  消防署救急担当（☎３７―５３３３） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

織
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の

人
も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

教
室
で
す
。 

手
描
き
染
教
室 

▼
と
き
　
６
月
２３
日
・
３０
日
、
７
月

７
日
・
１４
日
・
２１
日
・
２８
日
（
い
ず

れ
も
水
曜
日
）
午
前
１０
時
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
４
階
研

修
室 

▼
講
師
　
冨
田
悦
子
さ
ん
（
堀
江
染

織
研
究
所
）
　
ほ
か 

▼
内
容
　
ハ
ン
カ
チ
に
よ
る
色
見
本

作
成
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
の
染
色
、

ハ
ン
カ
チ
の
藍
染 

▼
受
講
料
　
３
千
円
（
他
に
材
料
費

が
２
千
円
程
度
必
要
） 

▼
定
員
　
２５
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
期
間
　
５
月
１０
日
　
〜
１４
日

　 

手
織
教
室 

▼
と
き
　
６
月
１７
日
・
２４
日
、
７
月

１
日
・
８
日
・
１５
日
・
２２
日
（
い
ず

れ
も
木
曜
日
（
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
）
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
） 

▼
と
こ
ろ
　
稲
沢
市
産
業
会
館
３
階

第
３
研
修
室
（
稲
沢
市
朝
府
町
１５
―

１２
） 

▼
講
師
　
駒
澤
え
つ
こ
さ
ん
、
松
田

小
百
合
さ
ん
（
手
織
知
多
木
綿
や
ま

も
も
） 

▼
内
容
　
マ
フ
ラ
ー 

▼
受
講
料
　
３
千
円
（
他
に
材
料
費

が
１
千
円
程
度
必
要
） 

▼
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
期
間
　
５
月
１０
日
　
〜
１４
日

　 ▼
申
込
・
問
合
先
　
一
宮
地
場
産
業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
一
宮
市
大
和
町
馬
引
字
南
正
亀
４

―
１
☎
０
５
８
６
―
４
６
―
１
３
６

１
）  

         

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
出
店
者 

  

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で

開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
６
月
６
日
　
午
前
９
時
〜

正
午 

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
１３
日
　
に
延

期 ▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗
（
先
着 

順
） 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ
た
り

間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の
予
定 

▼
募
集
期
間
　
５
月
１３
日
　
〜 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上
の
個
人 

▼
出
店
費
用
　
無
料 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品

物
、
営
利
を
目
的
と
し
た
物
を
販
売

す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、

販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
に

用
意
し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
１
人
に
つ
き
１
店
舗

で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
電
話
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）

   

　
８
０
２
０
　 

●
歯
の
健
康
コ
ン
ク
ー
ル 

  

　
生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
こ

と
は
、
健
康
な
生
活
を
送
る
う
え
で

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
「
８
０
２
０
歯
の

健
康
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
今
年
も
行
い

ま
す
。
次
の
対
象
に
該
当
さ
れ
る
人

は
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
１１
月
に
行
わ
れ
る
「
い
わ

く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
で
表
彰

状
、
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
８０
歳

以
上
の
人
（
大
正
１４
年
３
月
３１
日
以

前
生
ま
れ
）
で
２０
本
以
上
歯
の
あ
る

健
康
な
人 

▼
応
募
方
法
　
９
月
３０
日
　
ま
で
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
か
市
内
歯
科
医
院
へ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
歯
科
医

院
、
ま
た
は
８
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
う
成
人
歯
科
健
康
診
査
で
歯

の
状
態
を
診
査
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）  

  

●
岩
倉
市
民
新
人
戦
卓
球

　
大
会
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
新
人
戦

卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
２３
日
　
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
体
育
館

▼
種
目
　
男
女
別
個
人
戦 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
人
で
小
学
生
以
上 

▼
参
加
費
　
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
２
０
０
円
、
大
学
生
・
一
般
３

０
０
円 

▼
申
込
期
限
　
５
月
１６
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
育
協
会
事
務

局
（
☎
６
６
―
２
２
２
２
）  

  

（月） 

（月） 

（木） 

（木） 

（日） 

（日） 

（日） 

（日） 

（金） 

（金） 

募集  

は
ち
ま
る
に
い
ま
る 

「市民活動情報コーナー」を 
ご利用ください 
　市内でボランティアなどの公益的な活動をする市
民団体（宗教・政治活動は除く）のチラシやパンフ
レット、情報紙などによる情報発信を行うことを目
的に、市役所１階の情報サロンに「市民活動情報コ
ーナー」を設置しています。 
　ご希望の団体は、利用要項（情報サロンに置いて
あります）に沿ってご利用ください。 
　問合先　企画課企画係（☎３８―５８０２）  

と
み 

た  

え
つ  

こ 

こ
ま
ざ
わ 

ま
つ  

だ 

さ
　
ゆ 

　
り 

▼
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●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

　
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り 
  

　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
こ
い

の
ぼ
り
づ
く
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
制
作

風
景
の
見
物
だ
け
も
歓
迎
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
２２
日
　
午
前
１０
時
〜

２３
日
　
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
お
よ
び
中

島
屋
幟
店
（
の
ん
ぼ
り
や
、
豊
国
橋

の
西
側
） 

▼
募
集
人
数
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

…
１５
家
庭
、
こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り
…

５
人
程
度 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
会

員
…
３
０
０
円
、
非
会
員
…
５
０
０

円 ※
弁
当
が
必
要
な
人
は
別
料
金
（
１

食
４
０
０
円
程
度
） 

▼
申
込
期
限
　
５
月
９
日
　 

 

▼
そ
の
他
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ゲ
ス

ト
は
、
名
古
屋
大
学
・
名
古
屋
芸
術

大
学
の
留
学
生
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ 

（
国
際
協
力
事
業
団
）
の
研
修
生
で

す
。
ゲ
ス
ト
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

宅
に
一
泊
し
、
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り

ま
す
。 

　
希
望
者
多
数
の
場
合
に
は
当
協
会

に
て
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

（
外
国
の
人
が
優
先
）
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交

流
協
会
井
上
（
☎
　
６
６
―
３
１
９

２
）
ま
た
は
、
中
山
（
☎
　
６
６
―

８
５
７
３
） 

         

●
し
ょ
う
ぶ
湯 

老
人
憩
の
家 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
端
午
の
節
句
に
し
ょ
う
ぶ
の
葉
を

入
れ
た
「
し
ょ
う
ぶ
湯
」
に
入
浴
す

る
と
邪
気
を
払
い
疫
病
を
の
ぞ
く
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
憩
の
家
で
は
、
し
ょ
う
ぶ
湯
を
沸

か
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
６
日
　
午
後
２
時
〜

４
時  

▼
と
こ
ろ
　
老
人
憩
の
家
（
東
町
）
、

南
部
老
人
憩
の
家
（
大
地
町
） 

▼
問
合
先
　
老
人
憩
の
家
（
☎
３
７

―
３
８
３
４
）
、
南
部
老
人
憩
の
家

（
☎
３
７
―
０
４
９
７
） 

（日） 

（日） 

（土） 

（木） 

　アンケートのご協力へのお礼 
　今年２～３月に実施した新川河川整備計画に関するアンケートにご協力いただきありがとうございました。アンケートは 

２回実施する予定で、先回は「今後の整備のあり方」というテーマで実施させていただきました。次回のテーマは「整備計 

画案」の予定ですので、よろしくお願いします。 

★ホームページのご案内　愛知県内の河川整備計画に関する情報は、http://www.aichi-river.jpに掲載していますのでご覧 

ください。  

　問合先　土木課維持管理係（☎３８―５８１３）  
 

催し  

総合治水をご存知ですか 

5月15日(土)〜21日(金)は総合治水推進週間です

進む開発と高まる洪水の危険性 
　田や畑などには雨水を一時的に溜めたり、地面
に浸透させたりする機能（保水・遊水機能）があ
ります。今日では田や畑が開発され住宅や工場、
大規模小売店などが建設されたため、地表面がコ
ンクリートやアスファルトなどに覆われています。
その結果、この保水・遊水機能が低下し、同じ雨
が降ったとしても短い時間で多くの雨水が川に入
ってくるようになり、洪水の危険性が大きくなっ
ています。 

洪水を防ぐためには 
　洪水を防ぐためには川幅を広げたり、川底を掘るなどして、
より多くの雨水が流せるような河川工事をすることが必要です。 
それに加えて、雨を溜めたり浸透させる施設を作ることにより、
従来田や畑がもっていた保水・遊水機能を取り戻し、一度に川
に入ってくる雨水の量を減らすこと（流出抑制）で、洪水の被
害を軽減することができます。 
　このように、川の中だけでなく流域（集水域）内でも治水に
ついて考えることを「総合治水対策」といいます。家を建てた
り建て替えたりする際には、次のような流出抑制施設の設置を
検討してはいかがでしょうか。 
★浸透ます…屋根に降った雨などを集める雨水ますに浸透機能
を持たせることで、雨水を地中にしみ込ませることができます。 
★浸透トレンチ…配水管に穴が開いていて、この穴から雨水が
地中にしみ込みます。 
★浸透性舗装…雨水が舗装の中を通り抜けて地中にしみ込む特
殊な舗装です。 
　また、過去の水害箇所を示す「浸水実績図」や浸水する箇所
を予想した「浸水想定区域図」などを見て、水害箇所を把握す
ることも被害を最小限にする方法です。 

ビジュアルボードフェアを 
開催します 

　総合治水をもっと皆さんに理解していただくた
めに、図や写真を用いたパネルにより総合治水を
紹介しますのでご覧ください。 
　ところ　市役所２階市民ギャラリー 
　期　間　５月２４日（月）～２８日（金） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

） 
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流
協
会
井
上
（
☎
　
６
６
―
３
１
９

　申込・問合先　 
　保健センター（☎３７―３５１１） 保健センターからのお知らせ 

がん検診などの申し込み受け付け 
 保健センターでは、がん検診・骨粗しょう症検診の申し込み受け付けを行います。申込期間中に保健センターへ検診費用を添
えてお申し込みください（市内にお住まいの人に限ります）。なお、定員になりしだい締め切ります。 
※電話では受け付けできません。申し込み初日は大変混雑します。待ち時間が長くなりますのでご了承ください。 
　対象　★がん検診…３０歳以上の人（昭和４９年３月３１日以前に生まれた人） 
　　　　★骨粗しょう症検診…１８歳以上の女性（昭和６１年３月３１日以前に生まれた人） 
　申込期間　５月６日（木）～１４日（金）（土・日曜日を除く）※検診時間は申込時にお知らせします。 

　豊かな食生活などにより、血圧、血清総コレステロールや血糖値が高い人が増えています。高血圧、高脂血症、糖尿病などの
病気を予防するため食事や運動について個人相談を中心とした教室を保健センター（講習会「トレーニング室の利用法」は総合
体育文化センタートレーニング室）で行います。ぜひ、ご参加ください。なお、参加には、申し込みが必要です。 
　申込期限　５月１４日（金） 

検診名 検診日 検診方法 検診場所 定員 対象 費用 

胃がん検診 

大腸がん検診 

子宮がん検診 

乳がん検診 

骨粗しょう症 
検診 

６月１６日（水）、１７日（木）、１８日（金）、３０日（水）、 
７月１日（木）、２日（金）、１２日（月）、１３日（火）、 
１４日（水）、１５日（木）、１６日（金） 

６～１０月 
毎週月～金曜日、土曜日の午前中 
（祝日、医院の休診日は除く） 

５月２４日（月）、２５日（火）、２６日（水）、６月２１日（月）、 
２２日（火）、２３日（水）、７月２０日（火）、２１日（水）、 
２２日（木） 

５月２４日（月）、２５日（火）、２６日（水）、６月２１日（月）、 
２２日（火）、２３日（水）、７月２０日（火）、２１日（水）、 
２２日（木）、１１月２５日（木）、２６日（金） 

胃がん検診日に提出 

胃部X線間接撮影 

便潜血反応検査 
申込時に２日分 
の検便容器をお 
渡しします。 

保健センター 

〃 

〃 

保健センター 

９４５人 

１,２００人 

３０歳以上 
９００円 
検診日にお支 
払いください 

４００円 
検診日にお支 
払いください 

〃 
４００円 
容器提出日にお 
支払いください 

問診・視診・内診・ 
細胞診 

問診・視診・触診・ 
超音波断層撮影 
またはX線撮影 

大野レディス 
クリニック １,１５０人 〃 

１８歳以上 

１,６００円 
申込日にお支 
払いください 

１,０００人 
（超音波） ３０歳以上 

６５０円（超音波） 
８５０円（X線） 
検診日にお支 
払いください 

超音波による踵骨 
（かかと）の骨密 
度測定 

１,０００人 

生活習慣病予防教室 

高血圧予防教室 
　とき・内容 
日　　程 

６月 ４日（金） 

６月２４日（木） 

６月３０日（水） 

時　　間 内　　　容 

午前９時～ 

午前９時～ 

午前９時～ 

午後１時３０分 
～３時３０分 

午後１時３０分 
～３時 

午前１０時～ 
正午 

８月 ６日（金） 

９月 ８日（水） 

１１月２６日（金） 

　対象　基本健康診査で血圧値が要指導と判定された７０歳 
未満の人（毎回参加できる人）。 
　定員　１５人程度 

（この他６～１２月に毎月１回、保健師による個人相談があります） （この他６～１２月に毎月１回、保健師による個人相談があります） 

（この他６～１２月に毎月１回、保健師による個人相談があります） 

尿検査・相談・身体 
計測など 
講義「高血圧・高脂 
血症を予防しよう」 
講義・実技「生活習 
慣病予防の運動」 
尿検査・相談・身体 
計測など 
講習会「トレーニ 
ング室の利用法」 
尿検査・相談・身体 
計測など 

愛知県立看護大学教授 

講　　師 

あいち健康プラザ 

運動指導員 

総合体育文化センター 
インストラクター 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

岡本和士さん 
愛知県立看護大学教授 

岡本和士さん 
あいち健康プラザ 

運動指導員 

総合体育文化センター 
インストラクター 

　とき・内容 
日　　程 

６月 ４日（金） 

６月２４日（木） 

６月３０日（水） 

時　　間 内　　　容 

午前９時～ 

午前９時～ 

午前９時～ 

午後１時３０分 
～３時３０分 

午後１時３０分 
～３時 

午前１０時～ 
正午 

８月 ６日（金） 

９月１４日（火） 

１１月２６日（金） 

血液検査・相談・身 
体計測など 
講義「高血圧・高脂 
血症を予防しよう」 
講義・実技「生活習 
慣病予防の運動」 
血液検査・相談・身 
体計測など 
講習会「トレーニ 
ング室の利用法」 
血液検査・相談・身 
体計測など 

講　　師 

▼
 

日　　程 
６月 ４日（金） 

６月２２日（火） 

６月３０日（水） 

７月２７日（火） 

時　　間 内　　　容 
午前９時～ 

午前９時～ 

午前９時～ 

午後１時３０分～３時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 

午後１時３０分～３時 

午前１０時～正午 

８月 ６日（金） 

９月 ９日（木） 

１１月２６日（金） 

血液検査・相談・身体計測など 

講義「糖尿病を予防しよう」 

講義・実技「生活習慣病予防の運動」 

講義「糖尿病と歯周病」 

血液検査・相談・身体計測など 

血液検査・相談・身体計測など 

講習会「トレーニング室の利用法」 

講　　師 

あいち 
健康プラザ 運動指導員 

総合体育文化センター 
インストラクター 

高脂血症予防教室 

　対象　基本健康診査で脂質検査が要指導と判定された人の 
うち血清総コレステロール値が２２０mg／ｄｌ以上（５０歳以上の 
女性は２４０mg／ｄｌ以上）で７０歳未満の人（毎回参加できる人）。 
　定員　１５人程度 

　とき・内容　右表のとおり 
　対象　基本健康診査に 
おける糖代謝検査（血糖・ 
ヘモグロビンＡ１ｃ）が要 
指導と判定された７０歳未満 
の人（毎回参加できる人）。 
　定員　１５人程度 
 

糖尿病予防教室 

犬山中央病院 
副院長 井上洋さん 

尾北歯科医師会 
岩倉支部 歯科医師 

１５０人 
（X線） ５０歳以上 
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相 談 
その他 

 

（土） 

（日） 

（日） 

う
ち 

だ
　
み
　
　
　
ひ
で 

  

●
歌
謡
舞
踊 

南
部
老
人
憩
の
家 

  

　
内
田
る
り
実
社
中
の
皆
さ
ん
が
、

慰
問
に
来
て
い
た
だ
き
見
事
な
舞
踊

を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
　
５
月
１３
日
　
午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
大

地
町
） 

▼
出
演
者
　
内
田
実
の
秀
さ
ん
（
内

田
流
師
範
）
ほ
か 

▼
問
合
先
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
☎

３
７
―
０
４
９
７
）  

  

●
史
跡
公
園
月
釜 

  

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
伝
統
あ

る
日
本
文
化
に
気
軽
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
お
茶

会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
５
月
１６
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家

（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８
―
６
１
０

１
） 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
吉
沢

社
中 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
―
５
８

１
９
） 

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
５
月
は
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌

う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間
が
集
ま
っ

て
結
成
さ
れ
た
、
「
い
わ
く
ら
フ
ォ

ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
の
皆
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
路
上
コ
ン
サ
ー

ト
や
、
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
経
験

者
あ
り
、
歌
も
好
き
お
し
ゃ
べ
り
も

好
き
な
人
あ
り
の
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仲

間
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
聴
け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
５
月
３０
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
い
わ
く
ら
フ
ォ
ー
ク
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー 

▼
主
な
曲
　
長
渕
剛
「
幸
せ
に
な
ろ

う
よ
」
、
さ
だ
ま
さ
し
「
秋
桜
」
　

ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）

　  

 

●
映
画
会 

児
童
館 

  

　
児
童
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
夢
と
希
望
を

も
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
映
画

会
を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

友
だ
ち
や
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
を

誘
っ
て
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

▼
題
名
　
「
三
本
足
の
ア
ロ
ー
」 

         

▼
内
容 

　
足
を
け
が
し
た
子
犬
に
そ
そ
ぐ
子

ど
も
た
ち
の
や
さ
し
い
心
と
、
子
犬

を
通
し
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
く
友
情

を
描
い
た
心
温
ま
る
感
動
的
な
映
画

で
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
８
日
　 

・
第
四
児
童
館
…
午
前
１０
時
３０
分
〜 

・
第
二
児
童
館
…
午
後
１
時
〜 

・
第
六
児
童
館
…
午
後
２
時
３０
分
〜

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎
３
８

―
１
１
０
６
）
ま
た
は
、
各
児
童
館 

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
最
新
の
物
品
登
録
状
況
は
、
岩
倉

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。 

登
録
物
品
（
４
月
１
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
電
動
ウ
ォ
ー
カ
ー
、

ス
ヌ
ー
ピ
ー
ベ
ビ
ー
用
乗
用
玩
具
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ベ
ビ
ー
リ
ボ
ン
、
ヤ
マ

ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ガ
ス
温
風
ヒ
ー

タ
ー
　 

▼
あ
げ
ま
す
　
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
（
２

段
）
、
木
製
ベ
ッ
ド
、
勉
強
机
（
高

学
年
用
）
、
座
椅
子
（
ペ
ア
）
、
事

、

土岐川庄内川コレカラプロジェクト 
オープンハウス 

～あなたの声が川の未来をつくります～ 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

（木） 

　庄内川の川づくりの取り組みや、これまで寄せられたご意見

を紹介しながら、庄内川への要望や問題点などについて、地域

の皆さんからご意見を伺います。 

　と　き　５月１０日（月）～１６日（日） 

　ところ　コープいわくら（大地新町） 

　内　容　①庄内川

整備に関するパネル

展示 

②コレカラボイス　

（意見集）配布 

　問合先　国土交通

省庄内川河川事務所

（☎０１２０―４０

７１―４１） 
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▼
問
合
先
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
☎

３
７
―
０
４
９
７
）  

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
） 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）

を
通
し
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
く
友
情

を
描
い
た
心
温
ま
る
感
動
的
な
映
画

段
）

木
製
ベ
ッ
ド

勉
強
机
（
高

学
年
用
）
、
座
椅
子
（
ペ
ア
）
、
事

務
用
椅
子 

▼
求
め
ま
す
　
遊
花
幼
稚
園
制
服

（
男
の
子
用
・
女
の
子
用
）
、
か
や
、

男
子
用
ス
ー
ツ
（
１
１
０
㌢
）
、
子

ど
も
用
自
転
車
（
１８
　
） 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）  

  

●
日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集 

  

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
「
人
道
・
博

愛
・
奉
仕
」
の
精
神
に
基
づ
い
て
、

国
の
内
外
を
問
わ
ず
世
界
の
平
和
を

願
い
、
広
範
な
諸
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

赤
十
字
の
財
源 

　
赤
十
字
社
の
行
っ
て
い
る
事
業
の

財
源
は
、
市
民
の
皆
様
や
会
社
、
法

人
そ
の
他
各
種
団
体
か
ら
の
一
定
の

拠
出
金
（
社
費
）
、
寄
付
金
で
賄
わ

れ
て
お
り
、
国
や
自
治
体
か
ら
の
補

助
金
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。 

　
赤
十
字
社
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
費

や
寄
付
金
を
総
称
し
て
社
資
と
い
い

ま
す
。 

社
資
募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
今
年
も
５
月
１
日
か
ら
「
赤
十
字

運
動
月
間
」
を
全
国
一
斉
に
展
開
し

て
い
ま
す
。 

　
日
赤
岩
倉
市
地
区
で
は
、
５
月
１０

日
　
か
ら
６
月
９
日
　
ま
で
の
１
か

月
間
、
区
役
員
皆
様
の
ご
協
力
を
得

て
社
資
募
集
を
行
い
ま
す
。 

岩
倉
市
の
赤
十
字
事
業 

★
災
害
救
援
物
資
の
配
布 

　
火
災
な
ど
、
災
害
（
住
居
）
に
あ

っ
た
人
に
毛
布
、
日
用
品
を
配
り
ま

す
。
ま
た
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
に
は
弔
慰
金
を
贈
り
ま
す
。 

★
講
習
会
普
及
活
動 

　
炊
き
出
し
、
応
急
手
当
ま
た
は
、

家
庭
で
の
看
護
方
法
を
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
社
資
募
集
に
皆
様
方
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
日
赤
岩
倉
市
地
区
事
務

局
（
福
祉
課
内
☎
３
８
―
５
８
０ 

９
）  

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
計
画
的
な
ド
ラ
イ
ブ
を 

  

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
始
ま
り
、

車
で
行
楽
に
出
か
け
る
機
会
も
多
い

こ
の
季
節
。
一
瞬
の
気
の
ゆ
る
み
か

ら
大
事
故
に
な
り
、
楽
し
い
は
ず
の

旅
行
も
悲
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
死
亡
事
故
に
直
結
し
や
す
い
正
面

衝
突
の
多
く
は
、
何
の
変
哲
も
な
い

平
坦
な
直
線
道
路
が
続
く
と
こ
ろ
で
、

突
然
対
向
車
線
に
は
み
出
し
た
た
め

に
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
平
坦
な
直
線
道
路
や
高
速
道
路
を

走
っ
て
い
る
と
眠
た
く
な
っ
た
り
、

眠
く
は
な
い
が
、
思
考
力
が
に
ぶ
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
態
で
走
行
し
て
い
る

と
き
に
対
向
車
が
接
近
し
て
く
る
と
、

心
理
的
な
パ
ニ
ッ
ク
を
招
き
、
視
線

が
動
い
て
い
る
対
向
車
に
引
き
つ
け

ら
れ
、
そ
ち
ら
に
ハ
ン
ド
ル
を
き
っ

て
し
ま
う
と
い
う
、
平
常
で
は
考
え

ら
れ
な
い
危
険
な
行
動
を
と
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。 

　
適
度
な
休
息
を
し
、
無
理
の
な
い

計
画
で
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
掛
け
、

事
故
と
は
無
縁
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 

イ
ン 

チ 

（月） 

（水） 

愛・地球博　ここが見どころ 

▼
 

　２００５年３月２５日に開幕する２００５年日本国際博覧会「愛・

地球博」。開幕の日もしだいに近づき、会場の工事などの準備も着実

に進められてきています。 

　今回から、徐々に姿を現実のものにしつつある会場の様子を紹介し

ていきます。 

第１回　グローバル・コモン 

　愛知万博は、森を含む豊かな自然を舞台に開くものですが、この森を切り開いたり会場内にある１３

の池を埋めたりせず、また、高低差が最大４０㍍ある会場内をバリアフリーで快適に見ることができる

よう「グローバル・ループ」と呼ばれる一周２.６㌔㍍の空中回廊を巡らします。この周りには６か所

の広場「グローバル・コモン」が配置され、ここに外国政府がパビリオンを出展しますので、「グロー

バル・ループ」を回れば、期せずして世界一周ができます。出展する国は、６つの「グローバル・コモ

ン」に地域ごとにまとめられていますので、会場内での位置確認や待ち合わせにも大変便利です。  

　また、会場を重層的に活用するこの方法は１５０年以上

にわたる長い国際博覧会の歴史の中で初めてのことで、こ

の会場づくりそのものが目玉の一つとなっています。 

　また、それぞれの「グローバル・コモン」には次のよう

に国々が集められます。 

★コモン１…大陸アジア中心（東南アジアを除く） 

★コモン２…南北アメリカ中心 

★コモン３…ヨーロッパ（特に地中海付近）中心 

★コモン４…ヨーロッパ（地中海付近以外）中心 

★コモン５…アフリカ中心 

★コモン６…オセアニア・東南アジア中心 

　この「グローバル・コモン」は９月には完成し、各国に引き渡されて、それぞれの国の展示準備が始

められることになっています。 

　問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ（☎０５２―９６２―４０２７） 

　ホームページアドレス　http://www.pref.aichi.jp/expo/ 

▲グローバル・コモン６のイメージ 
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日 

４時 

日 

３時 

新
着
図
書
の
紹
介 

 岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
眠
り
上
手
お
ん
な
と
眠

　
り
下
手
お
と
こ 

 

内
山
真
　
著 

　
　
分
類
　
婦
人
　
４
９
８ 

               

　
眠
り
と
つ
き
あ
う
た
め
の
７
つ
の

原
則
、
眠
り
と
社
会
、
眠
り
と
科
学
、

眠
り
の
危
機
、
眠
り
の
暴
走
等
全
７

章
を
、
症
例
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
分
か

り
や
す
く
つ
づ
り
、
「
不
眠
社
会
と

自
分
」
と
の
関
連
を
知
り
つ
つ
安
眠

へ
と
導
く
科
学
読
み
物
。 

★
「
産
ま
な
い
」
時
代
の
女
た
ち 

　
　 ジ

ェ
ー
ン
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
　
著 

　
遠
藤
公
美
恵
　
訳 

分
類
　
婦
人
　
３
６
７ 

               

　
長
い
歴
史
の
な
か
で
は
じ
め
て
女

性
に
与
え
ら
れ
た
、
出
産
と
子
育
て

と
い
う
一
大
事
の
選
択
肢
に
対
し
て
、

「
産
ま
な
い
」
と
ノ
ー
を
突
き
つ
け

た
女
性
た
ち
５０
人
の
素
顔
と
本
音
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
し
い
丁
寧
さ
で

彼
女
た
ち
の
選
ん
だ
人
生
を
浮
き
彫

り
に
す
る
。 

  

★
ご
隠
居
さ
ま
は
名
探
偵
！
　 

楠
木
誠
一
郎 

★
や
き
そ
ば
パ
ン
の
逆
襲 

橘
川
幸
夫 

★
年
金
を
問
う 日

本
経
済
新
聞
社
　
編 

★
柳
生
十
兵
衛
七
番
勝
負
　
津
本
陽 

  

も
う
一
度
　
よ
く
見
て
、
聞
い
て
、

考
え
て 

●
５
月
は
消
費
者
被
害
未

　
然
防
止
強
調
月
間
で
す 

  

　
根
拠
の
な
い
不
当
な
請
求
や
、
販

売
目
的
を
隠
し
た
巧
み
な
勧
誘
な
ど

に
よ
る
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。 

　
愛
知
県
で
は
、
５
月
を
「
消
費
者

被
害
未
然
防
止
強
調
月
間
」
と
定
め
、

「
も
う
一
度
　
よ
く
見
て
、
聞
い
て
、

考
え
て
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

悪
質
商
法
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま

す
。 

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す 

　
愛
知
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

は
、
悪
質
商
法
に
関
す
る
多
く
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
も

毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。 

▼
不
当
請
求
　
「
利
用
し
た
覚
え
の

な
い
情
報
料
の
請
求
を
受
け
た
」
な

ど
と
い
っ
た
相
談
が
大
幅
に
増
え
て

い
ま
す
。 

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
絶
対

に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
見
知
ら
ぬ
業
者
に
は
、
一

切
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
資
格
商
法
　
「
以
前
契
約
し
た
資

格
講
座
が
終
了
し
て
い
な
い
」
「
終

了
さ
せ
る
に
は
教
材
の
購
入
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

新
た
に
高
額
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
っ
た
二
次
被
害
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
　 

　
安
易
な
承
諾
や
あ
い
ま
い
な
返
事

は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
。
「
す
ぐ

返
事
を
」
な
ど
と
急
が
さ
れ
て
も
、

そ
の
場
で
返
事
を
し
な
い
こ
と
で
す
。 

も
う
一
度
契
約
書
等
を
よ
く
見
て
、

家
族
や
友
人
に
聞
い
て
、
考
え
て
か

ら
返
事
を
し
ま
し
ょ
う
。 

困
っ
た
時
は
早
め
に
ご
相
談
を 

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
人

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

▼
相
談
窓
口
　
市
役
所
市
民
相
談
室

（
☎
３
８
―
５
８
２
２
）
ま
た
は
、

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８

６
―
７
１
―
０
９
９
９
） 

  

●
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日 

　
―
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
を
― 

  

　
日
本
国
憲
法
で
は
、
「
す
べ
て
国

民
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
権
利

は
国
政
の
上
で
最
大
の
尊
重
を
必
要

と
す
る
」
と
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の

基
本
的
人
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
を
見

ま
わ
す
と
、
い
ま
だ
に
女
性
や
障
害

者
、
外
国
人
な
ど
へ
の
偏
見
や
誤
解

に
よ
る
不
当
な
差
別
、
子
ど
も
や
高

齢
者
へ
の
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
人

権
が
侵
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
中
で
も
「
同
和
問
題
」
は
、
封
建

的
身
分
制
度
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、

就
職
や
結
婚
、
交
際
な
ど
の
面
で
差

別
を
受
け
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と

い
う
願
い
を
踏
み
に
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。 

　
憲
法
が
保
障
し
た
基
本
的
人
権
の

理
念
を
実
現
す
る
に
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
身
の
ま
わ
り
の
不
合
理

や
矛
盾
に
気
付
き
、
一
つ
一
つ
解
決

し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
の
尊
さ
に
つ

い
て
考
え
、
お
互
い
を
認
め
あ
う
明

る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活
部
人

権
同
和
対
策
室
（
☎
０
５
２
―
９
５

４
―
６
１
６
７
）  

  

●
不
妊
専
門
相
談 

  

　
愛
知
県
で
は
、
「
不
妊
」
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
精
神
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
不
妊
症
の
専

門
医
師
と
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
不
妊
専
門
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。 

　
電
話
相
談
に
つ
い
て
は
、
月
曜
日

の
相
談
開
始
時
間
を
３０
分
早
め
る
と

と
も
に
、
金
曜
日
の
相
談
日
を
木
曜

日
に
変
更
し
、
お
仕
事
を
お
持
ち
の

人
で
も
よ
り
相
談
し
や
す
い
よ
う
少

し
遅
め
の
時
間
帯
に
し
ま
し
た
。 

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。 

 

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

ー

３
８
―

１５
―
１
）  

ー

く  

ぼ 

ま
こ
と 
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電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園 
内子育て支 
援センター 

東部保育園 
内子育て支 
援センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週月～金曜日 

午前９時～午後４時 

毎週月～金曜日 

午前１０時～午後３時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～４時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～３時 

自
分
」
と
の
関
連
を
知
り
つ
つ
安
眠

へ
と
導
く
科
学
読
み
物
。 

日
本
経
済
新
聞
社
　
編 

★
柳
生
十
兵
衛
七
番
勝
負
　
津
本
陽 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となって 
いますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、午後０時から１時までお昼の休憩をい 
ただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■女性悩みごと相談 
　５月　７日（金）午後１時～３時３０分 
■交通事故相談（予約制…定員３人） 
　５月　７日（金）午後１時～４時 
※４月３０日（金）までに予約があった場合、専門相談員が 
来庁します（電話可）。 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　５月１１日（火）午後１時～４時 
　５月２６日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時 
から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、 
電話可）。 
■登記相談 
　５月１２日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　５月１３日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
　５月１３日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　５月１４日（金）午後１時～４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　５月１６日（日）午後１時～３時 
■総合福祉相談 
　５月２１日（金） 
★女性悩みごと相談・母子福祉相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■行政相談 
　５月２１日（金）午前１０時～午後３時 
■年金相談 
　５月２４日（月）午前１０時～午後３時 
※平成１６年度から年金に関する相談を新たにお受けします。 
お気軽にご相談ください。 

●心の相談電話  ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人で 
くよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かな 
ボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけ 
ください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時 
（祝日、振替休日を除く） 
 

み  　な  　       な     や      む     な 

▼
 

▼
 

※いずれも、祝日、振替休日を除きます。 

了
さ
せ
る
に
は
教
材
の
購
入
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

齢
者
へ
の
い
じ
め
や
虐
待
な
ど

人

権
が
侵
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
あ

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。 

電
話
相
談 

▼
と
き
　
毎
週
月
曜
日
午
後
０
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
、
毎
週
木
曜
日
午
後

６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分 

面
接
相
談 

▼
と
き
　
毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
３０

分
〜
７
時
３０
分
（
要
予
約
） 

▼
と
こ
ろ
　
名
古
屋
大
学
医
学
部
附

属
病
院
内
（
名
古
屋
市
昭
和
区
） 

★
電
話
相
談
と
面
接
相
談
予
約
… 

（
☎
０
５
２
―
７
４
１
―
７
８
３ 

０
） 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
健
康
福
祉
部
児

童
家
庭
課
（
☎
０
５
２
―
９
５
４
―

６
２
８
３
）  

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://w

w
w
. 

p
re
f.a
ic
h
i.jp
/jid
o
u
k
a
te
i/h
u
n
 

in
/h
u
n
in
a
n
n
a
i.h
tm
 

  

●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
な
か
な
か
話
さ
な
い
け
れ
ど
、

言
葉
が
遅
れ
て
い
る
の
？
」
「
イ
ヤ

イ
ヤ
ば
か
り
で
思
う
よ
う
に
な
ら
な

い
」
「
友
だ
ち
に
意
地
悪
ば
か
り
す

る
」
「
１
日
中
子
ど
も
の
世
話
で
母

の
気
が
休
ま
ら
な
い
」
…
な
ど
な
ど
。 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
が
で
き
ま

す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
下
表
の
と
お
り 

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
（
☎
　

３
８
―
２
３
８
７
） 

  

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
５
月
１０
日
　
・
２４
日
　
午

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口 

１５
―
１
）  

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
）  

  

社
会
福
祉
協
議
会 

 

相
談
コ
ー
ナ
ー 

☎
３
７
―
３
１
３
５ 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
２
階
相
談
室
で
、
次

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

心
配
ご
と
相
談 

　
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
１
時

〜
３
時 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た

い
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
い

た
い
人
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時 

※
毎
週
木
曜
日
（
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時
）
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
人

が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

（月） 

（月） 

く  

ぼ 

ま
こ
と 
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八
剱
町
の
加
藤
学
・
豊
美
さ
ん
の
長
男

太
輔
く
ん
（
６
歳
）
と
二
男
太
陽
く
ん 

（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
今
年
、
１
年
生
に
な
る
太
輔
兄
ち
ゃ
ん
。

太
陽
の
こ
と
、
す
ご
く
か
わ
い
が
っ
て
く

れ
る
ね
。
太
陽
も
１
歳
に
な
り
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
、
二
人
の
遊
び
も
増
え

た
ね
。 

　
二
人
一
緒
に
仲
良
く
成
長
し
て
い
っ
て

ね
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
願
い
で
す
。 

太
陽 

く
ん 

太
輔 

く
ん 

（右） （左） 

た
い
よ
う 

 

た
　
す
け 

  

か  

と
う
ま
な
ぶ
　    

と
よ  

み 

No.48

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
参
加
し
て 

 

　
　
稲
葉
啓
二
さ
ん
（
神
野
町
） 
 

　
今
回
は
山
本
恒
郎
さ
ん
の
紹
介
で
、
神
野
町
の

稲
葉
啓
二
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
稲
葉
さ
ん
は
、
岩
倉
出
身
の
岩
倉
育
ち
で
、
高

校
２
年
生
に
な
る
息
子
さ
ん
と
小
学
４
年
生
の
娘

さ
ん
の
お
父
さ
ん
で
す
。 

　
息
子
さ
ん
が
小
学
生
の
時
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
そ
の
手
伝
い
を
始

め
ら
れ
、
今
で
は
、
休
み
の
日
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
一
色
だ
そ
う
で
す
。 

　
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
今
何
を
考
え
、
何
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
が
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
こ

と
で
す
ね
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
息
子
さ
ん
は
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

も
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
」
に
参
加
し
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
稲
葉
さ
ん
自
身
も
、
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
る
た
め
、

ま
だ
ま
だ
や
め
ら
れ
そ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。 

　
娘
さ
ん
は
と
い
う
と
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は

な
く
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
習
っ
て
み
え
ま
す
。

「
娘
と
は
あ
ま
り
遊
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い
で
す
が
、

家
に
い
る
と
き
は
べ
っ
た
り
な
ん
で
す
」
と
と
て

も
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
す
稲
葉
さ
ん
。
娘
さ
ん
が

か
わ
い
く
て
仕
方
が
な
い
様
子
が
満
面
の
笑
み
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
る
稲
葉
さ

ん
も
、
海
釣
り
が
趣
味
で
、
三
重
県
ま
で
よ
く
釣

り
に
出
か
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
今
ま
で
で
一
番

大
き
な
も
の
で
、
約
４０
㌢
の
ク
ロ
ダ
イ
を
釣
り
上

げ
た
そ
う
で
す
。
一
度
釣
り
上
げ
た
ク
ロ
ダ
イ
を
、

網
が
や
ぶ
れ
て
い
た
た
め
に
に
が
し
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
失
敗
談
も
楽
し
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
紹
介
者
は
新
柳
町
の
佐
々
木
薫
さ
ん
で
す
。 

　
次
回
は
、
佐
々
木
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
！
　 

い
な   

ば
　 

け
い
　 

じ 

や
ま
も
と
つ
ね  

お 

さ
　
さ  

き 

か
お
る 
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下
本
町
の
伊
藤
彰
・
玲
奈
さ
ん
の
長
女

千
夏
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
と
二
女
璃
胡
ち
ゃ

ん
（
５
か
月
）
。 

 

●
お
父
さ
ん
の
一
言 

　
今
年
の
寒
か
っ
た
冬
も
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
庭
で
作
っ
て
く
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
た

っ
ぷ
り
の
ミ
カ
ン
を
食
べ
て
二
人
と
も
元

気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
千
夏
は
こ
の
春
か
ら
幼
稚
園
に
通
う
よ

う
に
な
り
、
璃
胡
は
毎
日
お
姉
ち
ゃ
ん
の

帰
り
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。 

　
二
人
は
家
族
み
ん
な
の
大
切
な
宝
物
。

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
元
気
に
大
き
く
な
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。 

璃
胡 

ち
ゃ
ん 

千
夏 

ち
ゃ
ん 

（右） （左） 
 

り
　  

こ 

 

ち   

な
つ 

い   

と
う
あ
き
ら
　   

れ     

な 

防災リーダーとは防災リーダーとは
お　  がさ    わら　 み　　よ　　こ 

●あいち防災リーダー　　小笠原三代子 

　
次
回
は
、
佐
々
木
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
！
　 

　いつ起きても不思議ではないと言われている東海・東

南海地震に備えて、愛知県が地域の防災活動のリーダー

養成を目的に「愛知防災カレッジ」を開催しています。 

　それを受講した人が防災リーダーです。 

　平成１５年度は４００人の応募があり、そのうち２５０人が

受講しました。 

　７月の開講式から１２日間の全体講座、地域講座を受講

し、１２月には２２６人が修了証を手にしました。 

　岩倉市の防災リーダーは現在４人います。地域、学校

等で講座を開催し、カレッジで学んだ知識が少しでも皆

様のお役に立てばと思っています。 

　次回から「いま地震が

起きたら」「震災に対す

る知識」「自主防災会の

活性化」など、身近な問

題を取り上げて連載して

いきます。 

　　平成１５年度「愛知防災カレッジ」を修了された

宮田智子さん、小笠原三代子さんが防災リーダーとし

て今後活躍されます。 

　これまで連載して 

いただいていた清水 

敬明さん、森千代子 

さんと一緒にこのコ 

ーナーを担当してい 

ただきます。 

▲宮田智子さん 

▲小笠原三代子さん 

みや  た  さと  こ 

 し  みず 

ひろあき もり ち　よ　こ 
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岩倉総合高等学校 
〒４８２-８５５５　岩倉市北島町川田１ 
☎３７―４１４１　　　 ３７―４５９９ 
ホームページアドレス 
http：//www.iwakura-h.aichi-c.ed.jp 
 

▲「中国語」のリュウ・シュン先生 
（曽野町在住） 

▲「ハングル」の内藤和子先生 
（新柳町在住） 

新年度がスタートしました
　春は出会いと別れの季節ですね。本校でもさまざまな出会いと別れがありました･･･。  
 
入学おめでとう
　春らんまん、うららかな４月６日、本校体育館にて入
学式が行われ、岩倉中学校出身者１６人・岩倉南部中学
校出身者６人を含む総合学科第６期生２４０人（男子 
６６人、女子１７４人）が高校生活の第一歩をスタート
しました。 
 

33年間ご苦労様でした　　　999
　本校創立以来３３年にわたり、パン販売に従事された、中
山清子さん（８１歳西市町在住）が、３月９日を最後に購買
を店じまいされました。２月２７日には中山さんの長年の功
績をたたえ、全校集会で、感謝状を贈りました（３月６日中
日新聞朝刊に掲載された記事より抜粋）。 
　なお、新聞とは別に、３月２５日に中京テレビ、日本テレ
ビ系「ズームイン！！ＳＵＰＥＲ」のズームアイというコー
ナーの、＜贈る言葉～別れのメッセージ＞３月は別れの時期、

日ごろからお世話になった人々へなかなか言い表せない感謝の気持ちを伝える、という趣旨の番組の中で紹介
され、全国のお茶の間に伝えられました。 
 
語学コミュニケーション系列がより充実した内容に・・・
　普通科と専門学科の長所を併せもつ、本校「総合学科」は６クラス７系統で展開しています。そのひとつ語
学コミュニケーションで学ぶことができるのは、ドイツ語・フランス語・ハングルと英語ですが、今年度、新
たに中国語が開講され、講師に中国人のリュウ・シュン先生を迎えました。ハングル講師の内藤和子先生らと
ともに、内容もより充実したものとなりました。 

なか 

やまきよ  こ 

ない とう  かず    こ 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　４月１日から１０日までの間、五条川河畔で岩倉桜まつ
りが開催され、例年よりも大勢の約４５万人もの人が花見
を楽しみました。 
　今年は、例年に比べ気温の低い日が３月下旬に続いたため、
昨年より遅い３月２８日の開花となりました。桜まつりメ
ーンの４月３日・４日を迎えるころには桜もちょうど満開
となり、満開の桜の下、のんぼり洗いの実演や和泉村など
の物産市、幼児・小学生の写生大会などさまざまな行事が
行われました。 
　また、４日に予定されていた３台の山車の揃いびきはあ
いにくの雨により中止になりましたが、２００５年に開催
される「愛・地球博」のマスコットキャラクターのモリゾー、
キッコロが会場にやってきて、桜まつりは大変なにぎわい
となりました。 
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用しています 白色度70％ 

憲法記念日　※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（大野泰正　大野レディスクリニック） 

5

2
1

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

5

国民の休日　※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（仁木　暢　仁木医院） 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
朝市/東町 

★離乳食教室　★３歳児健康診査 
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★三種混合　はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★風しん 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★乳幼児健康相談　 
★１歳６か月児健康診査 

朝市/岩倉団地 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

こどもの日　※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

夕市/ＪＡ岩倉支店 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
�０５８７-６６-１１１１（代表）　�０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口/48,120人（－116人） 
            男性/23,979人（－61人） 
            女性/24,141人（－55人） 
          世帯数/19,128世帯（＋28世帯） 
                （4月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明発 
行業務を午後７時まで延長しています。 
 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119
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野菜の広場/岩倉駅地下道 

　市の中心部を流れてきた五条川も、曽野町で矢戸川と合流し、小

牧市、師勝町、西春町との境を流れて西に大きく流れの向きが変わ

ります。 

　このあたりでは川幅も広がって、あまり人の手が加えられていな

い護岸が続いており、五条川堤の桜並木も岩倉市側だけになってい

ます。満開の桜並木を、師勝町側の側道から撮影してみました。広

くなった川面に映る桜並木の様子は、少し違った「五条川の桜」の

風景として美しく感じられました。 

　岩倉市側の側道は、尾北自然歩道として整備されており、年間を

通してこの歩道を散策する人の姿が見られます。犬山市の入鹿池か

ら川井町の希望の家まで五条川の流れに沿って２７．１１㌔続いて

いる尾北自然歩道も終点間近。この先には、のどかな風景が広がっ

ています。 

～五条町かいわい～ 
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